
新型コロナウィルスにともなう対応・取り組みについて 

（７月１日現在） 

 

園長 當眞 昭子 

 

 新型コロナウィルスの感染防止、園内の安全な保育環境を維持しながら、日々の保育を 

進められるよう、以下の対応を実施しております。 

 

※在園のご家庭には、さらに詳細な内容のプリントを配布しております。 

 

＜登園時のお願い＞ 

・毎朝検温をし、健康観察カードへ記入の上、幼稚園に持たせて下さい。 

・マスク着用をお願いします。 

マスクの必要性を家庭でもお伝えください。幼稚園でも学年に応じた話をしていきます。 

 外遊び中や運動を伴う保育など熱中症が危惧される場合は、それぞれの状況に合わせて 

柔軟に対応します。 

 

＜園内での対応について＞ 

・職員は基本的にマスクを着用します。 

・手洗い・うがいを徹底します。 

手洗いの際には少人数で促し、ポンプ式の洗剤を使い、職員が様子をみていきます。 

・園内施設・設備・おもちゃ等は定期的に消毒します。次亜塩素酸水を使用しています。 

・室内は、エアコン使用時も常時、窓を開けて換気をします。また、 

・園バス内も換気につとめ、出来る限り座席を離すなどの対応をします。 

送迎後は園バス内の消毒を行います。 

・行事は密にならないよう、内容の見直し、時間短縮の工夫や人数、座席の間隔などに 

配慮して行います。 

・各手洗い場へのハンドソープの設置、昇降口やトイレ前などへは消毒用アルコールを置きます。 

・お弁当の時間は、年少はテーブルに 2人、年中は個別のレジャーシートで間隔を空けて、 

座って食べます。年長はグループを分けて食事時間をずらし、少人数で食べます。 

 

＜休園等の対応について＞ 

・地域で自治体や学校関係各機関が判断した際は休園にする場合があります。 

・園児・職員が罹患した場合は速やかに閉鎖し、保健所などの指示に従い、閉鎖期間を決め 

休園致します。 

 


